
茎
で

東
京
大
学
構
内
遺
跡

（医
学
部
付
属
病
院
中
央
診
療
棟
建
設
予
定
地
点
）

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
文
京
区
本
郷

・２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
一
〇
月
を

一
九
八
六
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
東
京
大
学
遺
跡
調
査
室

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
本
　
強

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

東
京
大
学
本
郷
構
内
は
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀
落
を
は
じ
め
と
す
る
大
名
も

し
く
は
旗
本
の
屋
敷
で
あ

っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
本
地
点
は
江
戸

時
代
の
は
じ
め
に
は
加
賀
藩
の

下
屋
敷
で
あ
り
、
大
聖
寺
藩
の

成
立
の
後
は
大
聖
寺
藩
の
上
屋

敷
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
郷
台
か
ら
上

野
の
低
地
に
ゆ
る
や
か
に
下
る

台
地
の
縁
に
あ
た
る
。
今
回
の

調
査
地
点
の
東
よ
り
に
幅
二
〇

ｍ
ほ
ど
の
沢
が
あ
り
、
こ
れ
は

大
聖
寺
藩
の
上
屋
敷
成
立
以
降
、
数
度
の
盛
上
が
な
さ
れ
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

本
調
査
に
よ
り
、
大
聖
寺
藩
の
上
屋
敷
の
ほ
ば
半
分
を
調
査
し
て
お
り
、
多
く

の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
は
、
地
下
式
上
羨
と
よ
ば
れ
る

一
種
の
穴
倉
、
井
戸
、
厠
で
あ
る
。
も

っ
と
も
多
い
の
は
種
々
の
用
途
に
使
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
土
羨
で
あ
る
。
ま
た
大
聖
寺
藩
と
富
山
藩
の
屋
敷
地
の
境

の
石
組
の
溝
な
ど
も
か
な
り
良
好
な
状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
も
多
い
。
上
記
の
種
々
の
遺
構
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
後
、
ゴ
ミ
穴
と

し
て
利
用
さ
れ
、
そ
こ
に
多
量
の
廃
棄
物
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
。
陶
磁
器
が
中

心
で
あ
り
、
通
常
の
遺
跡
の
調
査
に
よ
ち
遺
物
の
量
と
比
較
す
る
と
二
桁
く
ら

い
違
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
‘

江
戸
時
代
の
も

っ
と
も
古
い
遺
構
の
一
つ
に
、
上
述
の
沢
の
な
か
に
発
見
さ

れ
た
池
が
あ
る
。　
一
〇
ｍ
×
八
ｍ
の
隅
丸
三
角
形
を
し
た
、
深
さ
二
ｍ
ほ
ど
の

池
で
あ
る
。
底
は
数
段
に
な
っ
て
お
り
、
も

っ
と
も
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
現
地

表
下
六
ｍ
に
お
よ
が
。　
形
は
不
整
形
で
あ
る
。　
こ
の
池
か
ら

「
か
わ
ら
け
」、

木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
た
。

「
か
わ
ら
け
」
は
池
の
西
端
に
折
り
重
な
る
よ

う
に
し
て
出
土
し
、
木
製
品
は
し
ば
ら
く
池
の
面
を
漂

っ
た
後
、
池
の
底
に
沈

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
状
態
で
池
の
ほ
ぼ
全
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
に

は
各
種
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
白
木
の
折
敷
の
部
分
品
と
白
木

の
箸
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
製
品
に
ま
じ
っ
て
、
図
に
示
す
よ
う
な
墨
書
の
あ

る
も
の
が
出
上
し
て
い
る
。

折
敷
は
す
べ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
お
り
、　
一
辺
三
〇
伽
前
後
の
足
つ
き
の

(東京東北部)
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も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、　
一
五
〇
点
く
ら
い
の
数
で
あ

っ
た
も
の
と
推
測
で

き
る
。
白
木
の
箸
は
二
四
ｉ
二
四

・
五
ｃｍ
の
も
の
が
大
多
数
で
あ
り
、　
一
七
〇

膳
ほ
ど
が
完
全
に
近
い
形
で
採
集
で
き
て
い
る
。

「
か
わ
ら
け
」
は
総
重
量
七

〇
幼
ほ
ど
あ
る
。
復
元
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
六
五
〇
点
ほ
ど
の
総
数
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
形
作
り
さ
れ
た
も
の
Ｌ
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
口
径

。
作
り
な
ど
の
特
徴
か
ら
四
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
口
径
が

一
一

銀
前
後
、　
一
一
・
五
聖
削
後
、　
三

一
伽
前
後
、　
三
二
。
五
ぞ

一
四

。
五
ｃｍ
の
も

の
で
あ
る
。
最
後
の
も
の
は
内
面
に
凹
線
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
受
皿
的
な
用

途
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

一
三
〇
ぞ

一
五
〇

点
ほ
ど
の
数
で
あ
る
。
ほ
か
に
多
種
多
様
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
が
、
詳
細

は
本
報
告
に
譲
り
た
い
。
図
の
⑭
の
火
蜜
国
に
は
九
個
の
火
鑽
痕
が
あ
る
。
捨

の
痕
跡
か
ら
判
断
す
る
と
、
上
の
火
鑽
痕
は
火
起
し
に
失
敗
し
、
中
の
も
の
は

中
空
の
火
鑽
杵
を
使
用
し
、
下
の
例
は
同

一
の
孔
で
三
度
火
起
し
を
し
た
と
推

測
で
き
る
。
裏
面
は
火
起
し
の
痕
跡

一
例
を
も
ち
、　
一
寸
の
日
盛
の
あ
る
物
差

に
な
っ
て
い
る
。

（火
鑽
日
に
つ
い
て
は
北
海
道
狭
育
大
学
釧
路
分
校
の
高
嶋
幸
男
氏

の
御
教
示
を
得
た
）。

白
木
の
箸
、
折
敷
、

「
か
わ
ら
け
」
が
池
の
中
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
て
い
る

が
、
こ
れ
は

一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
な
り
大
規
模
な
儀

礼
的
な
宴
会
の
後
始
末
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ω

。
②
の
木
札
に
は

「
寛
永
六
年
」
の
年
紀
が
み
え
る
。　
寛
永
六
年

（
〓
ハ

二
九
）
の
儀
礼
的
な
宴
会
と
い
う
と
、
四
月
二
六
日
の
将
軍
家
光

の
御

成

り

（加
賀
藩
下
屋
敷
へ
の
臨
邸
）、
同
二
九
日
の
前
将
軍
秀
忠
の
御
成
り
が
思
い
起
さ

れ
る
。
加
賀
藩
で
は
こ
れ
に
備
え
て
こ
の
前
年
ま
で
に
御
成
書
院
の
新
築
を
終

え
、
国
許
を
は
じ
め
京

。
長
崎

・
奥
羽
等
全
国
各
地
に
お
い
て
献
上
物
等
の
物

資
を
買
い
求
め
た
と

『
三
壺
記
』
が
伝
え
て
い
る
。
家
光

。
秀
忠
以
下
従
臣
ら

を
饗
す
る
た
め
、
か
な
り
多
量
の
食
物
を
国
許
等
か
ら
取
り
寄
せ
た
こ
と
も
疑

い
な
い
。
出
土
し
た
木
札
が
こ
れ
ら
に
関
係
し
た
と
す
る
証
槌
は
何
も
な
い
が
、

⑥
⑦
⑨
に

「雁
」
「
か
ん
」
「
ま
す
」
の
文
字
が
み
え
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
魚
蔦
等
の
輸
送
に
使
わ
れ
た
荷
札
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
⑭

に

「一局
岡
」
な
ど
国
許
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
の
が
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
四
種
類
の

「
か
わ
ら
け
」
、
折
敷
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ

一
五
〇
を
前
後
す

る
数
値
を
示
し
て
い
る
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
折
敷
は
こ
の
前
後

の
宴
会
の
あ
り
方
か
ら
推
測
す
る
と
、　
一
人
に
つ
き
二
個
で
あ

っ
た
可
能
性
が

強
い
。

「
か
わ
ら
け
」
は
一
つ
の
折
敷
に
四
個
、
も
う

一
つ
の
折
敷
に
二
個
と

受
皿
的
に
使
用
す
る
も
の
が
二
個
、　
一
人
に
つ
き
八
個
の

「
か
わ
ら
け
」
が
使

用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
推
測
が
も
し
当

っ
て
い
る
と
す
る
と
、

七
〇
ぞ
八
〇
人
分
前
後
の
膳
部
の
残
り
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時

の
宴
会
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
規
模
の
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
そ
の
後
始
末
の
一
部
を
こ
こ
に
捨
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
種
々
の

観
点
か
ら
詰
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
推
論
の
上
に
推
論
を
重

ね
た
が
、　
一
つ
の
Ｂ
安
に
は
な
り
得
よ
う
。



木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
・
Ｆ
Ｈ
日
Ш

（
穿
れ
）。三
百
口
日
日
□

此
日
Ｈ
日
日
日
回

。
「　
寛
永
六
年

輯
）
一一一口

回

(31
イに

拾
弐
日
日

」

・井
□
□
左
衛
門

日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
日
」
　
Ｆ溺
×
缶
ｘ
Ｎ

雁
九
ツ
入

名
＜
．雁
九
ツ
入

・瓦
纂
臨拾引
瀦
卿
ハた甲

日

回

。
「　
寛
永
六
年

奪
孔
）
二
月
十
九
日

。
「
一＝

＝

一」

。
コ日
Ｈ
Ｈ
川
Ｈ
胃
十
ヒ

名
＜
弐
拾
枚
入
」

ｏ
「／く、「
一　一』　　　　　　」

名
＜
弐
拾
枚
入
」

。
「
／く＼
『
一　
一』
　
　
　
　
　
」

Ｏ
μ
μ

日

回

井
同
Ｈ
日
日
ｘ

（
折
敷
の
側
板
）

台
８
ｘ
）
役
じ
×
∞

０
お

ふヽ

や
※
繋

ｘ
∞
　
父
】

μ
φ
ヽ
〉^
∞
『
Ｘ
ヽ
　
⇔
∞
∞

】
ω
Ｎ
×

］
∞
Ｘ
雨

　

彙

ヽ

Ｐ
ヽ
や
Ｘ
∞
卜
Ｘ

『
　
〇
い
ゆ

∞
”
〉Ａ
コ
や
Ｘ
∞
　
　
Φ
Ｎ
〕

μ
Φ
ф
Ｘ
中
∞
Ｘ
や
　
（
雨
ト

「＜
高
岡
二有
之〔酔
曜
臨
酬
酢

か
ん
拾
弐
入
　
　
　
　
　
」

①
　
ｏ
「

［日
日
―Ｉ
Ｈ
日
回
南
口
Ｈ
Ｈ
回

（穿
孔
）
ｏ
□
間
之
内
回
の
回

口

日

　
　
　
　
」

。
「

一＝

＝

一

（穿
孔
）
日
日
日
日
口
日
日
日
日
Ш
　
　
　
　
　
　
」

（穿
孔
）

「
ｏ
ま
す
十
五
入
」

９
　
関
係
文
．献

寺
蔦
孝

一
「
東
京
　
東
京
大
学
構
内
遺
跡
」
Ｑ
日
本
考
古
学
年
報
』
三
人
、
四

一
九
八
七
年
）

東
京
大
学
遺
跡
調
査
室
病
院
班

・
山
崎

一
雄

「
大
聖
寺
藩
上
屋
敷
と

『
古
九

谷
』
」
ら
考
古
学
雑
誌
』
七
三
Ｉ
」
、　
一
九
八
七
年
）

日
置
謙
編

『加
賓
藩
史
料
』
第
弐
編
六
一
九
二
〇
年
）

（藤
本
　
強

・宮
崎
勝
美

・
萩
尾
昌
柱
）

い
や
Ｏ
Ｘ
∞
”
×

騨
μ
　

魚
〕中
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